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近
世
大
坂
の
南
組
惣
年
寄
永
瀬
氏
の
公
務
記
録
「
御
用
留
j

に
収

め
ら
れ
た
芝
居
記
事
を
取
り
上
げ
、
惣
年
寄
と
芝
居
と
の
関
係
や
届

出
義
務
の
範
囲
、
ま
た
届
出
の
手
順
と
い
っ
た
全
体
的
な
把
握
と
嘉

永
元
年
(
-
八
四
八
）
か
ら
三
年
(
-
八
五
O
)
ま
で
の
記
事
に
つ
い

て
「
大
坂
の
惣
年
寄
記
録
に
み
る
公
儀
の
芝
居
把
握
ー
嘉
永
年
間

「
御
用
留
」
を
中
心
に
ー
」
（
大
阪
大
学
芸
術
学
・
芸
術
史
講
座
「
フ
ィ
ロ
カ

リ
ア
」

15
号
、
一
九
九
八
年
）
に
、
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
か
ら
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
の
期
間
に
つ
い
て
「
幕

末
大
坂
の
惣
年
寄
資
料
に
み
え
る
芝
居
記
事
ー
『
御
用
留
』
安
政
六
年

ー
元
治
元
年
の
記
事
を
中
心
に
ー
」
（
大
阪
大
学
演
劇
学
研
究
室
『
演
削
学

論
叢
」

1
号
、
一
九
九
八
年
）
に
論
考
を
著
し
た
。
今
回
は
本
誌
前
号

に
引
き
続
き
、
『
御
用
留
』
の
慶
応
元
年

(11

元
治
二
年
、
一
八
六
五
）

か
ら
同
三
年
(
-
八
六
七
）
と
い
う
、
最
幕
末
に
あ
た
る
時
期
の
記

は
じ
め
に

事
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
こ
の
慶
応
年
間
で
御
用
留
の
考
察
も
ひ
と

ま
ず
終
了
と
す
る
（
明
治
元
年
〔
一
八
六
八
〕
と
二
年
〔
一
八
六
九
〕
の

御
用
留
も
伝
存
す
る
が
、
芝
居
に
か
か
わ
る
記
事
は
一
切
な
い
）
。

慶
応
年
間
の
う
ち
、
永
瀬
が
月
番
を
つ
と
め
た
月
、
す
な
わ
ち

『
御
用
留
j

に
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
月
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
慶
応
元
年
に
当
た
る
一
八
六
五
年
は
、
四
月
六
日
ま
で
は
慶

応
の
前
の
元
号
で
あ
る
元
治
一
一
年
で
あ
っ
た
が
、
繁
雑
を
避
け
る
た

め
表
記
は
慶
応
元
年
に
統
一
す
る
。

慶
応
元
年
三
、
六
、
八
、
十
一
月

慶
応
二
年
四
、
十
、
十
一
月

慶
応
三
年
―
―
-
、
六
、
十
月

ま
ず
は
、
慶
応
年
間
の
劇
界
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
幕
末
期

大
坂
の
時
代
的
な
状
況
を
ご
く
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思

う
。
明
治
維
新
前
の
動
乱
期
と
も
い
え
る
こ
の
時
期
は
社
会
的
に
動

揺
が
見
ら
れ
、
当
然
大
坂
で
も
そ
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
大
坂
で

は
こ
の
時
期
に
先
立
つ
文
久
年
間
(
-
八
六
一
ー
六
三
）
か
ら
、
天
誅

ー
『
御
用
留
』
慶
応
元
年
ー
三
年
の
記
事
を
中
心
に
1

幕
末
大
坂
の
惣
年
寄
資
料
に
み
え
る
芝
居
の
動
向

中

川

桂
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（
暗
殺
）
や
さ
ら
し
首
が
増
加
し
て
お
り
、
物
情
騒
然
た
る
世
相
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
慶
応
元
年
の
閏
五
月
二
十
五
日
、
将
軍
徳
川
家
茂

が
第
二
次
長
州
戦
争
の
た
め
大
坂
城
へ
入
城
、
大
坂
が
大
本
営
と
な

っ
た
。
長
州
再
征
は
翌
慶
応
二
年
六
月
に
失
敗
に
終
わ
り
、
家
茂
は

そ
の
年
七
月
二
十
日
に
大
坂
城
中
で
死
去
し
た
た
め
、
こ
の
時
点
で

幕
府
軍
は
引
き
揚
げ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
で
米
価
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
魚
、
青
物
、
干
物
な
ど
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
が
高

騰
し
、
周
辺
農
村
で
も
米
穀
の
安
売
り
を
要
求
す
る
打
ち
壊
し
が
頻

発
す
る
な
ど
の
事
態
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
慶
応
三
年
の
七
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
は
、
東
海
道
筋
の
宿
場
町
と
そ
の
近
在
で
高
札
が
あ
り
、

九
月
ご
ろ
か
ら
は
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
流
行
を
み
た
（
以
上
、

岡
本
良
一
「
大
阪
の
世
相
近
世
」
〔
『
毎
日
放
送
文
化
双
書
』

7
巻
所
収
〕

お
よ
び
福
山
昭
「
民
衆
の
動
揺
」
〔
『
新
修
大
阪
市
史
』

4
巻
所
収
〕
に
よ

る）。た
だ
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
す
る
道
頓
堀
の
芝
居
興
行
は
、
さ
ほ
ど

の
社
会
的
影
響
も
受
け
ず
に
通
常
ど
お
り
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
大
坂
の
町
人
平
野
屋
武
兵
衛
が
書
き
留
め
た
、
慶
応
元
年
前
半

期
の
日
記
で
あ
る
『
日
加
栄
』
に
は
「
諸
式
至
而
高
直
成
ど
も
、
芝

居
其
外
遊
参
お
び
た
：
し
く
」
と
あ
る
し
、
同
じ
く
慶
応
三
年
の

『
浪
華
能
繁
酔
魯
苦
』
で
は
三
月
の
記
事
に
「
当
春
道
頓
堀
角
ノ
芝

居
大
入
、
大
西
も
大
入
、
中
芝
居
も
追
々
入
二
相
成
」
と
あ
っ
て
、

見
物
は
芝
居
に
詰
め
掛
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
以
上
、
脇
田

修
・
中
川
す
が
ね
編
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』
に
よ
る
）
。
ま
た
、

「
近
来
年
代
記
j

下
巻
（
『
大
阪
市
史
史
料
」
第
二
輯
）
の
慶
応
二
年
の

項
に
も
、
難
波
新
地
で
の
象
や
虎
な
ど
の
動
物
見
世
物
や
軽
業
の
人

気
に
触
れ
た
後
に
、
「
此
外
道
頓
堀
芝
居
の
こ
ら
す
美
々
敷
か
ん
ば

ん
出
揃
へ
、
二
月
朔
日
比
な
相
は
し
め
大
は
や
り
な
り
。
其
外
い
な

り
・
座
摩
・
御
霊
・
天
神
い
つ
れ
も
大
は
や
り
／
＼
」
と
の
記
事
が

あ
り
、
道
頓
堀
に
並
ぶ
芝
居
の
み
な
ら
ず
、
座
摩
や
御
霊
と
い
っ
た

寺
社
境
内
の
芝
居
も
繁
盛
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
実
際
に
残
さ

れ
て
い
る
番
付
類
を
見
て
も
、
芝
居
小
屋
や
開
催
時
期
に
よ
っ
て
は

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
番
付
が
伝
存
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
特
に

芝
居
興
行
が
中
断
し
て
い
た
よ
う
な
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
れ

ら
の
記
事
や
資
料
か
ら
、
社
会
的
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
も
、
芝
居
興

行
は
慶
応
年
間
を
通
じ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
研
究
の
う
え
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
定
期
的

に
刊
行
さ
れ
て
い
た
役
者
評
判
記
が
、
慶
応
二
年
の
刊
行
を
最
後
に

明
治
一
二
年
(
-
八
七
0
)
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
「
御
用
留
』
の
記
事
を
裏
付
け
る
材
料
が
か
な
り
限
定
さ
れ
る

こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
の
慶
応
年
間
に
お
け
る
『
御
用
留
j

所
収
芝
居
記
事
の
特
徴
で

あ
る
が
、
こ
れ
以
前
の
嘉
永
か
ら
元
治
ま
で
の
年
次
に
比
し
て
、
芝

居
側
（
座
本
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
文
書
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
た
直

接
資
料
が
極
端
に
少
な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
届
出
が
提
出
さ

48 



慶
応
年
間
の
冨
御
用
留
」
所
収
の
芝
居
関
係
記
事
の
う
ち
、
芝
居

座
本
か
ら
直
接
提
出
さ
れ
た
原
文
書
は
、
以
下
に
示
す
三
公
演
分
の

計
五
通
し
か
な
い
。
こ
れ
以
前
の
時
期
も
原
文
書
は
控
記
事
に
比
し

て
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
慶
応
年
間
は
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。
で

は
三
公
演
に
つ
い
て
順
次
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

興
行
に
関
す
る
事
項

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
永
瀬
が
保
存
し
な
か
っ
た
と
い
う
推
測
と
、

も
と
も
と
社
会
的
に
混
乱
を
来
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
比

べ
て
届
出
が
疎
か
に
な
っ
た
、
と
い
う
二
点
が
考
え
ら
れ
る
か
と
思

う
が
、
後
に
述
べ
る
役
者
の
移
動
に
関
す
る
控
記
事
の
う
ち
、
と
く

に
役
者
の
「
家
出
」
が
増
加
し
て
い
る
と
い
っ
た
内
容
か
ら
考
え
る

と
、
実
際
に
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
芝
居
座
本
か
ら
の
届
出
が
厳
密
に

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
に
対
し
て
役
者

個
人
に
か
か
わ
る
記
事
は
ま
だ
一
定
量
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、

個
人
的
事
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
役
者
の
居
住
地
域
の
町
年
寄
や
家

主
の
連
印
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
だ
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
行
政
的

な
義
務
を
強
く
残
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

で
は
、
実
際
に
残
さ
れ
て
い
る
記
事
内
容
か
ら
、
芝
居
興
行
に
か

か
わ
る
も
の
と
、
役
者
個
人
の
動
向
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

0
元
年
一
二
月
、
角
芝
居
の
事
例

こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
同
日
付
で
二
通
の
文
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

(

-

）

乍

恐

口

上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
是
迄
有
来
ル
狂
言

前
敵
討
殿
下
茶
屋
緊

切
彫
刻
左
小
刀

右
看
板
今
日
差
出
申
度
候
―
—
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。

何
卒
御
聞
済
被
下
候
ハ
、
難
在
奉
存
候
。
已
上

元
治
弐
丑
年

三
月
十
五
日

惣
御
年
寄
様

（

二

）

乍

恐

口

上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
、
先
達
合
奉
・
願
上
狂
言
、
来
ル
十

九
日
な
初
日
仕
度
候
ー
ー
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
何

卒
御
聞
済
被
下
候
ハ
ヽ
難
在
奉
存
候
。
已
上

元
治
弐
丑
年

三
月
十
五
日

角
芝
居
座
本

角
芝
居
座
本

尾

上

多

見

桝

印
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座
本尾

上

多

見

七

印

尾
上
多
見
桝

惣
御
年
寄
様

（
一
）
は
次
回
の
公
演
に
先
立
ち
、
外
題
を
『
敵
討
殿
下
茶
屋
緊
』

と
『
彫
刻
左
小
刀
』
と
す
る
こ
と
を
届
け
、
看
板
の
差
し
出
し
を
願

い
出
た
も
の
、
（
二
）
は
そ
の
公
演
を
来
る
三
月
十
九
日
か
ら
開
始

す
る
と
の
内
容
を
届
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
届
出
内
容
は
通
例
通

{
l
}
 

り
で
あ
る
。
伝
存
す
る
役
割
番
付
の
外
題
も
、
届
出
と
一
致
し
て
い

る。0
二
年
四
月
、
筑
後
芝
居
の
事
例

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
筑
後
芝
居
、
今
日
切
二
相
休
申
度
候
二
付
、
乍
恐

此
段
御
断
奉
申
上
候
。

以
上慶

応
弐寅

四
月
廿
九
日

永
瀬
様

こ
れ
は
筑
後
芝
居
で
、
現
在
興
行
中
の
歌
舞
伎
を
四
月
二
十
九

8

限
り
で
打
ち
切
る
と
の
届
出
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
筑
後
芝
居
の
番

付
と
し
て
は
、
三
月
吉
日
か
ら
の
も
の
と
四
月
吉
日
か
ら
の
も
の
と 印

座
本実

川
若
丸
印

が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
四
月
分
の
興
行
が
該
当
す
る
で

あ
ろ
う
。
番
付
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
外
題
は
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』

『
御
註
文
往
昔
八
丈
』
「
戻
駕
色
相
肩
』
で
、
中
村
駒
之
助
、
実
川
延

三
郎
ら
が
出
滅
し
て
い
る
。

0
二
年
十
月
、
筑
後
芝
居
の
事
例

(

-

）

乍

恐

口

上

一
、
道
頓
堀
筑
後
芝
居
是
迄
有
来
候
狂
言
、

前
狂
言
敵
討
巌
流
嶋

切
狂
言
義
経
腰
越
状

右
狂
言
二
血
今
日
看
板
差
出
、
来
ル
朔
日
初

H
仕
度
、
乍
恐

此
段
御
断
奉
申
上
候
。

以
上慶

応
弐
年

寅
十
月
十
四
日

永
瀬
様

表
記
の
外
題
看
板
を
差
し
出
し
、
来
る
十
一
月
一
日
か
ら
開
幕
す

る
と
の
届
出
で
あ
る
。
現
存
す
る
番
付
で
は
、
上
演
外
題
は
同
じ
で

あ
る
が
、

H
付
に
つ
い
て
は
「
十
月
吉
日
な
」
と
な
っ
て
お
り
、
正

確
な
開
幕
日
時
は
明
ら
か
で
な
い
。
次
に
示
す
（
二
）
は
、
(
-
)
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座
本実

川

若

丸

印

の
興
行
の
終
了
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（

二

）

乍

恐

口

上

一
、
道
頓
堀
筑
後
芝
居
昨
日
切
二
相
休
申
度
候
二
付
、
乍
恐
此

段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

慶
応
弐寅

十
一
月
廿
三
日

永
瀕
様

こ
の
月
の
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
、
顔
見
世
興
行
と
思
わ
れ
る
公
演

は
、
十
一
月
二
十
二
日
で
終
了
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
年
の
筑
後
芝
居
は
比
較
的
正
確
に
典
行
届
を
提
出
し
て
い
る

が
、
こ
の
ほ
か
の
芝
居
小
屋
で
は
、
角
芝
居
の
一
例
を
除
い
て
は
、

永
瀬
が
月
番
を
つ
と
め
た
月
に
興
行
を
行
っ
て
い
て
も
、
惣
年
寄
ヘ

は
届
出
を
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伝
存
す
る
番
付
の

限
り
で
は
、
こ
の
塵
応
二
年
十
一
月
に
は
、
各
新
地
や
寺
社
地
で
の

興
行
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
道
頓
堀
に
お
い
て
は
ほ
か
の
芝

居
の
興
行
自
体
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
享
和
期
以
降
、
従
来

の
興
行
形
態
が
変
化
し
、
顔
見
世
は
京
都
中
心
、
そ
れ
に
続
く
二
の

-
2
}
 

替
り
は
大
阪
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
。

興
行
関
係
の
文
書
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
役

者
個
人
の
動
向
に
か
か
わ
る
記
録
は
、
永
瀕
の
手
に
よ
る
控
記
事
と

い
う
形
で
、
慶
応
年
間
も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
原
文
書

が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は

前
稿
同
様
、
他
の
地
で
の
芝
居
出
演
の
た
め
の
移
動
と
個
人
的
な
事

項
と
に
分
け
、
役
者
個
々
人
の
詳
細
な
検
討
は
措
い
て
、
主
に
そ
こ

か
ら
う
か
が
え
る
各
芝
居
へ
の
出
演
と
い
う
興
行
面
を
中
心
に
み
て

い
き
た
い
。
そ
の
記
事
内
容
の
全
体
は
、
参
考
資
料
と
し
て
文
末
に

掲
載
し
て
い
る
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
他
の
資
料
で
裏
付

け
の
取
れ
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
、
こ
こ
で
は
特
徴
的
な
事
例
を
紹

介
す
る
こ
と
に
す
る
。

[
役
者
の
他
地
芝
居
出
演
の
た
め
の
移
動
]

0
元
年
3
月
17
日

一
、
江
戸
猿
若
町
歌
舞
妓
役
者
中
村
駒
五

~
rょ
申
者
、
当
地
へ
稼
ニ

罷
越
候
。
右
稼
中
御
前
町
河
内
屋
豊
助
支
配
か
し
ゃ
．
植
屋
音

松
方
二
旅
宿
致
し
候
段
、
例
之
通
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

0
元
年

3
月
18
日

一
、
京
都
歌
舞
妓
役
者
浅
尾
為
蔵
・
同
中
村
翫
二
郎
仔
申
、
当
地

へ
稼
二
罷
越
、
稼
中
宗
右
衛
門
町
廣
金
屋
庄
左
衛
門
借
屋
・
淡

役
者
個
人
の
動
向
に
つ
い
て
の
届
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路
屋
喜
兵
衛
ー
ー
旅
宿
致
候
段
、
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
大
坂
で
の
芝
居
出
演
に
あ
た
り
、
江
戸
及
び

京
の
役
者
が
大
坂
へ
滞
在
す
る
に
際
し
て
の
届
書
を
控
え
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
役
者
の
う
ち
、
中
村
駒
五
郎
と
中
村
翫
―
―

郎
の
両
人
は
、
三
月
の
筑
後
芝
居
の
番
付
に
名
が
見
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
出
演
に
際
し
て
の
旅
宿
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

0
元
年
3
月
19
日

一
、
江
戸
猿
若
町
歌
舞
妓
役
者
片
岡
十
蔵
与
申
者
、
当
地
へ
稼
二
罷

（
町
脱
）

越
、
稼
中
宗
右
衛
門
榎
並
屋
仁
兵
衛
か
し
や
・
中
村
屋
新
七
ニ

旅
宿
致
候
処
、
此
度
片
岡
市
蔵
与
改
名
致
候
段
、
連
印
書
付
ヲ

以
断
出
候
事
。

こ
れ
は
直
接
に
は
、
江
戸
の
役
者
片
岡
十
蔵
が
こ
の
た
び
片
岡
市

蔵
と
改
名
し
た
こ
と
を
届
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
市
蔵
が
宗
右
衛
門

町
に
滞
在
し
て
い
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
大
坂
で
の
芝
居
出
演
の
た
め

で
あ
る
。
慶
応
二
年
刊
の
評
判
記
「
役
者
金
剛
競
』
に
よ
る
と
、

「
久
々
に
て
去
春
、
京
東
芝
居
へ
御
出
勤
」
「
三
の
替
り
よ
り
御
改
名

有
て
角
の
座
へ
御
出
勤
」
と
あ
り
、
元
年
の
春
に
江
戸
か
ら
京
に
上

っ
て
、
こ
の
三
月
に
大
坂
角
の
芝
居
で
市
蔵
（
二
代
目
）
を
襲
名
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
市
蔵
は
、
翌
慶
応
二
年
の
『
御
用
留
』
十
一

月
十
二
日
付
で
「
昨

+
-
H夜
病
死
致
候
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
そ

の
病
没
が
知
ら
れ
る
。

0
元
年
8
月
9
日

一
、
久
左
衛
門
町
中
嶋
屋
庄
左
衛
門
支
配
か
し
や
•
江
戸
屋
忠
三

郎
同
家
歌
舞
妓
役
者
荻
野
扇
女
＇
ナ
申
者
、
此
度
京
都
へ
稼
二
罷
越

候
段
、
断
出
候
事
。

0
元
年
8
月
12日

一
、
宗
右
衛
門
町
紅
屋
太
五
郎
借
屋
・
紙
屋
卯
兵
衛
二
旅
宿
歌
舞

妓
浅
尾
奥
山
与
申
、
此
度
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
段
、
断
出
候
事
。

0
元
年
8
月
1
3
日

一
、
九
郎
右
衛
門
町
大
和
屋
助
三
郎
住
家
借
．
桝
屋
吉
兵
衛
代
判

徳
五
郎
同
家
・
歌
舞
妓
役
者
三
桝
源
之
助
、
同
町
加
賀
家
彦
四

郎
支
配
借
家
近
江
屋
源
兵
衛
二
同
家
・
嵐
団
橘
、
宗
右
衛
門
町

久

□口
屋
奈
良
市
支
配
借
屋
・
京
桝
屋
大
五
郎
事
歌
舞
妓
役
者

三
桝
大
五
郎
、
同
町
北
国
屋
喜
兵
衛
借
屋
・
嵐
徳
三
郎
、
右
四

人
之
者
共
、
此
度
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
段
、
断
出
候
事
。

こ
れ
ら
は
、
大
坂
在
住
の
役
者
が
京
の
芝
居
へ
出
演
す
る
旨
を
届

け
出
た
記
事
で
あ
る
。
九
日
付
で
届
を
出
し
て
い
る
若
女
方
荻
野

せ
ん
じ
ょ

扇
女
は
、
八
月
吉
日
よ
り
の
京
四
条
南
側
芝
居
の
番
付
に
名
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
十
二

8
付
で
届
け
出
た
浅
尾
奥
山
お
よ
び
十
三
日
付

で
届
け
出
た
三
桝
源
之
助
、
嵐
国
橘
、
三
桝
大
五
郎
、
嵐
徳
三
郎
の

五
人
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
く
八
月
吉
日
よ
り
の
京
四
条
北
側
芝
居
の

番
付
に
名
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
番
付
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記

事
内
容
は
大
坂
の
役
者
が
京
の
芝
居
へ
出
演
す
る
に
つ
い
て
の
動
向
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0
元
年

8
月
20
日

(li
脱
）

一
、
江
戸
猿
若
町
歌
舞
妓
者
尾
上
三
朝
、
京
都
下
河
原
同
役
者
中

村
芝
六
、
右
両
人
此
度
当
地
堀
江
之
芝
居
へ
稼
二
罷
越
、
右
稼

中
大
和
町
筈
屋
甚
介
借
屋
•
平
野
屋
伊
八
方
旅
宿
罷
在
候
段
、

断
出
候
事
。

こ
ち
ら
は
江
戸
の
役
者
尾
上
三
朝
と
京
都
の
役
者
中
村
芝
六
が
、

堀
江
芝
居
出
演
の
た
め
大
坂
に
旅
宿
す
る
旨
を
届
け
た
も
の
で
あ
る

が
、
出
演
す
る
芝
居
が
明
記
さ
れ
て
い
る
事
例
は
珍
し
い
。
番
付
を

み
る
と
、
「
八
月
吉
日
合
堀
江
芝
居
」
の
役
割
番
付
に
両
人
の
名
が

確
認
さ
れ
、
そ
の
出
演
が
確
か
め
ら
れ
る
。

0
元
年
1
1
月
3
日

一
、
宗
右
衛
門
町
廣
金
屋
庄
左
衛
門
支
配
借
屋
淡
路
屋
喜
兵
衛
同

家
歌
舞
妓
役
者
実
川
延
若
、
立
慶
町
津
国
屋
安
兵
衛
支
配
借
家

吉
口
屋
伊
助
二
同
家
浅
尾
朝
太
郎
、
右
両
人
京
都
へ
稼
二
罷
越
候

段
、
銘
々
例
之
通
り
書
付
を
以
届
出
候
事
。

0
元
年
1
1
月

3
日

一
、
宗
右
衛
門
町
北
国
屋
喜
兵
衛
支
配
借
屋
歌
舞
妓
役
者
嵐
徳
次

郎
、
此
度
京
都
fL
稼
二
罷
越
候
段
、
断
出
候
事
。

前
者
は
実
川
延
若
と
浅
尾
朝
太
郎
、
後
者
は
嵐
徳
次
（
二
）
郎
の

を
正
確
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

京
都
芝
居
へ
の
出
演
を
届
け
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
十
一
月
三

日
付
で
、
京
都
の
顔
見
世
興
行
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
番
付
に

よ
れ
ば
、
三
名
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
月
の
四
条
北
側
芝
居
に
出
演
し

て
い
る
。
ま
た
、
慶
応
二
年
『
役
者
金
剛
競
』
で
は
、
延
若
に
つ
い

て
「
京
か
を
ミ
せ
、
此
度
ハ
東
芝
居
（
筆
者
注
・
京
都
北
側
東
大
芝
居
）

ヘ
御
出
勤
に
て
天
満
宮
に
菅
原
道
真
、
少
し
作
り
ハ
若
ふ
ム
り
升
た

が
、
時
平
が
舌
頭
に
か
、
り
無
実
を
蒙
り
流
罪
に
成
所
、
よ
ふ
こ
な

さ
れ
升
た
」
と
の
芸
評
が
あ
る
ほ
か
、
朝
太
郎
の
京
東
芝
居
の
出
演

に
も
触
れ
て
い
る
。

0
元
年
1
1
月
8
日

一
、
宗
右
衛
門
町
住
居
歌
舞
妓
役
者
片
岡
我
当
・
中
村
仲
助
、
当

（

化

力

）

閏
五
月
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
処
、
此
度
罷
口
候
旨
、
例
之
通
連

印
し
書
付
を
以
断
出
候
事
。

大
坂
の
役
者
、
片
岡
我
当
と
中
村
仲
助
（
と
も
に
二
代
H
)
が、

こ
の
年
の
閏
五
月
か
ら
京
都
芝
居
へ
出
演
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び

帰
坂
し
た
と
の
届
出
で
あ
る
。
帰
坂
は
大
坂
で
の
出
演
の
た
め
で
あ

り
、
我
当
は
こ
の
月
の
角
芝
居
、
ま
た
仲
助
は
筑
後
芝
居
に
出
演
し

た
こ
と
が
番
付
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
閏
五
月
か
ら
の
京

都
芝
居
へ
の
出
演
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
の
京
都
の
芝
居
番
付
に
は

両
名
と
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
「
役
者
金

剛
競
』
の
我
当
の
評
に
、
五
月
の
竹
田
芝
居
へ
の
出
演
に
つ
づ
き
、
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せ

「
夫
よ
り
伊
世
中
の
地
蔵
芝
居
お
下
り
に
て
、
御
堂
前
に
磯
貝
兵
介

差
た
る
立
な
く
、
切
．
恋
飛
脚
に
亀
屋
忠
兵
衛
役
、
…
八
月
よ
り
京

東
芝
居
へ
御
こ
し
、
曽
我
讀
に
清
水
冠
者
、
…
此
京
を
勤
る
迄
二
堺

新
地
芝
居
に
て
崇
禅
寺
に
大
内
記
と
冨
丸
の
二
役
を
お
勤
、
評
判
よ

く
、
…
又
、
京
か
ら
御
帰
坂
の
後
兵
庫
芝
居
へ
行
の
か
堺
と
か
ハ
り
、

則
新
地
芝
居
二
て
曽
我
課
に
十
郎
、
…
霜
月
ハ
角
の
座
」
云
々
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
八
月
の
京
都
芝
居
へ
の
出
演
の
ほ
か
は
、
伊
勢
や

堺
と
い
っ
た
三
都
以
外
の
芝
居
へ
出
演
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
役

者
の
地
方
芝
居
へ
の
出
演
は
建
前
と
し
て
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た

め
、
届
出
の
文
面
に
は
、
各
地
で
の
出
演
を
ま
と
め
て
閏
五
月
よ
り

の
京
都
へ
の
出
演
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は

「
御
用
留
』
所
収
の
記
事
で
も
、
嘉
永
年
間
か
ら
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
村
仲
助
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
『
役
者
金
剛

競
』
の
評
に
、
五
月
の
大
西
芝
居
出
演
に
つ
づ
い
て
「
其
後
兵
庫
芝

居
へ
お
こ
し
、
…
八
月
ハ
堺
芝
居
、
…
其
後
京
東
芝
居
、
…
霜
月
ハ

延
賞
丈
御
一
座
に
て
大
西
芝
居
」
と
、
京
都
以
外
に
兵
庫
と
堺
の
芝

居
へ
出
演
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

0
元
年
11
月
14
日

一
、
京
住
歌
舞
妓
役
者
三
桝
徳
次
郎
r
ょ
申
者
、
此
度
当
地
稼
中
、

宗
右
衛
門
町
大
和
屋
喜
兵
衛
地
借
り
清
水
屋
利
兵
衛
二
旅
宿
断

出
候
。

こ
れ
は
三
桝
徳
次
郎
の
大
坂
滞
在
の
届
に
関
す
る
も
の
で
、
徳
次

郎
は
こ
の
月
の
天
満
芝
居
に
出
演
、
ま
た
翌
年
正
月
に
は
中
芝
居
に

出
演
し
て
い
る
。

0
元
年
1
1
月
2
6
日

一
、
京
都
歌
舞
妓
役
者
実
川
菊
治
郎
与
申
者
、
当
地
へ
稼
一
＿
罷
越
、

稼
中
大
和
町
因
葉
屋
奈
郎
太
郎
代
判
八
三
郎
借
屋
・
松
屋
熊
吉

ニ
旅
宿
致
候
段
、
宿
主
五
人
組
年
寄

6
断
出
候
事
。

こ
ち
ら
は
実
川
菊
次
（
治
）
郎
の
旅
宿
届
で
、
番
付
に
よ
れ
ば
こ

の
月
の
北
ノ
新
地
芝
居
の
座
本
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
菊
次
郎
は
の

ち
に
三
代
目
の
実
川
延
一
一
一
郎
を
名
乗
っ
た
役
者
で
、
こ
の
慶
応
元
年

は
ま
だ
十
歳
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
『
歌
舞
伎
人
名
辞
典
』
に
よ
る
）
。
さ

き
の
三
桝
徳
次
郎
の
事
例
と
合
わ
せ
、
出
演
す
る
芝
居
が
天
満
や
北

ノ
新
地
と
い
っ
た
、
大
坂
南
組
以
外
の
地
に
あ
る
、
新
地
芝
居
格
の

小
屋
（
道
頓
堀
の
芝
居
よ
り
も
格
が
下
が
る
）
で
あ
っ
て
も
、
旅
宿
先

が
南
組
の
管
轄
内
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
南
組
惣
年
寄
に
届
が
出

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

0
2年
11
月
、
京
都
顔
見
世
へ
の
出
演

慶
応
二
年
の
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
は
、
大
坂
在
住
の
役
者

が
京
都
の
芝
居
へ
出
演
す
る
た
め
の
届
出
が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
幾
つ
か
を
引
用
し
て
み
る
。
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0
2
年
10月

2
1
H

一
、
宗
右
衛
門
町
二
住
居
井
旅
宿
罷
在
候
歌
舞
妓
役
者
嵐
雛
三
郎
、

浅
尾
為
蔵
、
市
川
猿
松
、
中
村
歌
女
三
郎
、
大
谷
友
次
郎
、
尾

上
多
見
蔵
、
嵐
留
三
郎
、
中
村
駒
之
助
、
市
川
升
之
丞
、
市
川

歌
女
七
、
大
和
町
市
川
市
升
、
尾
上
三
朝
、
尾
上
鶴
太
郎
、
嵐

雛
造
、
三
桝
増
五
郎
、
嵐
団
橘
、
布
袋
町
中
村
千
之
助
、
右
之

（
人
脱
）

者
共
此
度
京
都
芝
居
へ
稼
二
罷
越
候
旨
、
家
主
五
組
年
寄
連
印

書
付
を
以
断
出
候
事
。

0
2
年
10月
22
日

一
、
宗
右
衛
門
町
紙
屋
喜
兵
衛
支
配
借
屋
歌
舞
妓
役
者
藤
川
八
蔵
、

同
町
廣
金
屋
庄
左
衛
門
支
配
借
屋
淡
路
屋
喜
兵
衛
方
二
旅
宿
歌

舞
妓
役
者
中
村
宗
十
郎
、
右
両
人
之
者
此
度
京
都
へ
稼
二
罷
越

候
段
、
連
印
書
付
を
以
届
出
候
事
。

0
2
年
10月
23
日

一
、
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
仁
兵
衛
借
屋
中
村
屋
新
七
旅
宿
嵐
秀
十

郎
、
同
町
岡
嶋
屋
猪
三
郎
借
屋
松
蔽
屋
福
次
郎
二
同
家
中
村
仲

助
、
御
前
町
林
一
弥
支
配
借
屋
市
川
滝
十
郎
、
久
左
衛
門
町
中

嶋
屋
彦
右
衛
門
借
屋
木
村
屋
喜
代
蔵
二
同
家
市
川
瀧
之
助
、
右

之
者
共
歌
舞
妓
役
者
渡
世
二
而
、
此
度
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
段
、

家
主
五
人
組
年
寄
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

0
2
年
10月
24
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
嵐
寛
右
衛
門
、
是
迄
布
袋
町
松
屋
徳
次
郎
借
屋

鞍
懸
屋
義
三
郎
二
同
家
罷
在
候
処
、
此
度
同
家
主
義
三
郎
、
宗

右
衛
門
町
岡
嶋
屋
猪
三
郎
借
屋
へ
変
宅
致
候
段
、
家
主
五
人
組

年
寄
合
断
出
候
。
且
又
右
寛
右
衛
門
、
京
都
へ
此
度
稼
二
罷
越

候
段
、
別
紙
二
断
出
候
事
。

0
2
年
10
月

2
7
8

（
行
脱
）

一
、
宗
右
衛
門
町
二
罷
在
候
歌
舞
妓
役
尾
上
鈴
蔵
、
嵐
徳
次
郎
、

三
桝
舎
五
郎
、
嵐
雛
太
郎
、
嵐
太
一
一
一
郎
、
藤
川
花
友
、
御
前
町

中
村
歌
津
右
衛
門
、
布
袋
町
中
村
友
三
、
九
郎
右
衛
門
町
市
川

右
団
治
、
右
之
者
共
此
度
京
都
芝
居
稼
罷
越
候
段
、
家
主
五
人

組
年
寄
連
印
を
以
断
出
候
事
。

こ
こ
に
引
用
し
た
控
記
事
の
ほ
か
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
に

役
者
の
京
都
行
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。

0
2
年
10
月
2
4
8

宗
右
衛
門
町
の
浅
尾
奥
山
、
三
桝
大
次
郎

と
御
前
町
の
三
桝
大
五
郎
が
京
都
へ
行
く
届
出
。

0
同

日

大

和

町

嵐

雛

助

、

京

都

へ

行

く

届

出

。

0
2
年
10
月
29
日
宗
右
衛
門
町
の
嵐
徳
栄
、
久
左
衛
門
町
の

嵐
璃
喜
造
、
大
和
町
の
片
岡
松
之
介
が
京
都
へ
行
く
届
出
。

0
2
年
11
月

1
H

宗
右
衛
門
町
の
嵐
徳
三
郎
、
京
都
へ
行
く

届
出
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
登
場
す
る
役
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
十
一
月

の
京
都
の
顔
見
世
興
行
に
出
演
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
役

割
番
付
に
よ
れ
ば
、
四
条
北
側
大
芝
居
に
は

21
日
付
の
嵐
団
橘
、
市
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川
市
升
、
尾
上
多
見
蔵
、
尾
上
鶴
太
郎
、
中
村
千
之
助
、

22
日
付
の

藤
川
八
蔵
、

2
3
8
付
の
市
川
瀧
十
郎
と
瀧
之
助
、

24
日
付
の
嵐
寛
右

衛
門
、
同
じ
く
24
日
付
の
浅
尾
奥
山
、
三
桝
大
次
郎
、
三
桝
大
五
郎
、

27
日
付
で
は
嵐
徳
次
郎
、
市
川
右
団
治
（
次
）
、
尾
上
鈴
蔵
、
中
村

歌
津
右
衛
門
、
中
村
友
三
、

29
日
付
の
嵐
徳
栄
、

11
月

1
日
付
の
嵐

徳
三
郎
が
出
演
し
た
。
ま
た
、
四
条
南
側
大
芝
居
に
は

21
日
付
の
嵐

雛一一一郎、

2
2
8
付
の
中
村
宗
十
郎
、

23
日
付
の
嵐
秀
十
郎
、

2
4
H
付

の
嵐
雛
助
、
市
川
升
之
丞
、
嵐
雛
造
（
蔵
）
、
尾
上
三
朝
、

2
7
8
付

の
嵐
雛
太
郎
が
出
演
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
役
者
に
つ
い
て
は
、

役
割
番
付
か
ら
は
動
向
が
確
認
で
き
な
い
。

0

3
年
3
月
24
日

一
、
江
戸
猿
若
町
壱
丁
且
住
居
歌
舞
妓
役
者
中
村
福
六
、
同
福
蔵
、

片
岡
当
太
郎
、
中
村
福
車
、
右
之
者
共
此
度
当
地
へ
稼
二
罷
越
、

稼
中
宗
右
衛
門
町
廣
金
屋
庄
左
衛
門
支
配
借
屋
・
淡
路
屋
喜
兵

衛
方
二
旅
宿
致
候
段
、
連
印
書
付
を
以
届
出
候
事
。

慶
応
三
年
に
入
り
、
江
戸
の
役
者
四
名
が
大
坂
へ
滞
在
す
る
と
の

断
書
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
続
き
、

3
月
27
日
に
は
京
都
の
役
者
実

川
薦
三
郎
が
当
地
滞
在
の
間
久
左
衛
門
町
に
、
ま
た
同
じ
く
京
都
の

実
川
若
之
助
、
実
川
鷹
次
郎
、
実
川
若
松
が
宗
右
衛
門
町
に
旅
宿
す

る
と
の
届
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
届
け
ら
れ
て
い
る
役
者
の
う
ち
、

24
日
付
の
四
名
、
そ
し

て
27
日
付
の
鷹
三
郎
、
若
之
助
、
若
松
の
名
が
こ
の
年
三
月
の
筑
後

芝
居
の
役
割
番
付
に
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
来
坂
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

0

3
年
6
月
1
8
日C

料
脱
｝

一
、
御
前
町
井
筒
志
か
代
判
市
兵
衛
借
屋
備
前
屋
嘉
三
郎
同
家
歌

;＂脱）

舞
妓
役
中
村
歌
津
右
衛
門
、
当
五
月
合
京
都
稼
二
罷
越
候
処
、

此
度
帰
宅
致
候
段
、
連
印
書
付
を
以
届
出
候
事
。

こ
の
記
事
は
大
坂
在
住
の
中
村
歌
津
右
衛
門
が
五
月
か
ら
の
京
都

芝
居
出
演
を
終
え
て
帰
坂
し
た
と
の
届
で
あ
り
、
こ
の
記
事
の
ほ
か

に
も
同
様
に

6
月
19
日
付
で
布
袋
町
の
中
村
千
之
助
が
当
四
月
か
ら

の
京
都
稼
ぎ
よ
り
帰
坂
、
さ
ら
に
同
日
付
で
御
前
町
の
三
桝
大
五
郎

も
当
五
月
か
ら
の
京
都
芝
居
出
演
か
ら
帰
坂
と
届
け
ら
れ
て
い
る
。

番
付
を
確
か
め
る
と
、
歌
津
右
衛
門
は
じ
め
こ
の
三
名
の
役
者
は
、

こ
の
五
月
に
京
都
の
四
条
北
側
大
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。
そ
し
て

歌
津
右
衛
門
は
帰
坂
し
た
六
月
に
北
ノ
新
地
芝
居
に
出
演
し
て
い

る
。
千
之
助
に
つ
い
て
は
、
五
月
の
四
条
北
側
大
芝
居
出
演
を
除
く

と
、
四
月
の
動
向
は
確
認
し
得
ず
、
帰
坂
後
に
関
し
て
も
、
こ
の
あ

た
り
の
時
期
か
ら
現
存
の
番
付
が
少
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
六
月

か
ら
七
月
の
動
向
は
つ
か
め
な
い
の
だ
が
、
八
月
に
は
角
芝
居
に
出

演
し
て
い
る
。
大
五
郎
の
帰
坂
後
の
動
向
は
確
か
め
ら
れ
な
い
。
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0
3
年
10月
28
日

一
、
宗
右
衛
門
町
二
罷
在
候
歌
舞
妓
役
者
嵐
百
々
助
、
沢
村
国
三

品
門
人
を

郎
、
中
村
橋
之
助
、
九
郎
右
衛
門
町
中
村
翫
雀
、
右
五
人
之
者

共
、
此
度
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
段
、
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
顔
見
世
出
演
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。

0
3
年
10
月
26
日

宗
右
術
門
町
の
沢
村
国
太
郎
が
京
都
芝
居

0
3
年
10
月
7
日

一
、
御
前
町
井
筒
屋
志
か
代
判
市
兵
衛
借
屋
歌
舞
妓
役
者
実
川
延

三
郎
、
当
八
月
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
処
、
此
度
罷
帰
候
旨
、
例

之
通
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
の
実
川
延
三
郎
（
二
代
目
）
は
文
書
の
内
容
ど
お
り
、
八
月
に

は
京
都
の
四
条
南
側
大
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。
た
だ
し
番
付
に
よ

る
限
り
は
、
九
月
吉
日
よ
り
の
天
満
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
の
で
、

天
満
芝
居
の
開
幕
が
若
干
遅
れ
た
と
し
て
も
、
も
う
少
し
早
く
大
坂

に
戻
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

0
3
年
11
月
、
京
都
顔
見
世
へ
の
出
演

こ
の
年
の
十
一
月
に
は
前
年
の
慶
応
二
年
と
同
様
、
大
坂
在
住
の

役
者
十
数
名
が
京
都
で
の
顔
見
世
出
演
の
た
め
大
坂
を
離
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
ま
ず
一
例
を
「
御
用
留
』
の
控
記
事
の
引
用
で
紹

介
し
よ
う
。

へ
出
演
の
届
出
。

0
3
年
1
0
月
2
7
日

の
届
出
。

0
3
年
10
月
28
日
宗
右
衛
門
町
の
嵐
義
三
郎
と
中
村
嘉
之
助

が
京
都
芝
居
出
演
の
届
出
。

0
3年
10
月
28
、
29
日
宗
右
衛
門
町
の
実
川
延
若
、
浅
尾
友
蔵
、

藤
川
花
友
、
坂
東
秀
調
、
中
村
雀
右
衛
門
、
嵐
桃
十
郎
と
御
前

町
の
実
川
延
三
郎
が
、
京
都
芝
居
へ
出
演
の
届
出
。

0
3
年
10
月
29
日
久
左
衛
門
町
の
荻
野
扇
女
、
京
都
芝
居
ヘ

出
演
の
届
出
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
登
場
す
る
役
者
の
う
ち
、
番
付
に
よ
っ
て
動
向

が
確
か
め
ら
れ
る
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
四
条
北
側
大
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
の
が
、

28
日
か
ら
29

日
付
の
実
川
延
三
郎
で
あ
る
。
ま
た
、
四
条
南
側
大
芝
居
に
は

26
日

付
の
沢
村
国
太
郎
、

27
日
付
の
中
村
梅
花
、

28
日
付
の
嵐
義
一
一
一
郎
、

28
日
か
ら

29
日
付
の
実
川
延
若
、
中
村
雀
右
衛
面
り
、
浅
尾
友
蔵
、
藤

川
花
友
、
坂
東
秀
調
、
嵐
桃
十
郎
、

29
日
付
の
荻
野
扇
女
が
出
演
し

て
い
る
。

た
だ
、
控
記
事
を
引
用
し
た

28
日
付
に
名
が
挙
げ
ら
れ
た
中
村
翫

雀
（
三
代
目
）
だ
け
は
、
京
都
の
芝
居
に
は
出
演
し
て
い
な
い
。
彼

は
十
一
月
か
ら
の
勢
州
桑
名
芝
居
に
出
演
し
た
こ
と
が
、
残
さ
れ
て

い
る
番
付
か
ら
確
認
で
き
る
。

布
袋
町
の
中
村
梅
花
が
京
都
芝
居
へ
出
演
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[
役
者
の
個
人
的
事
項
]

こ
こ
で
は
『
御
用
留
』
に
控
え
ら
れ
た
役
者
個
人
に
か
か
わ
る
記

事
の
う
ち
、
他
地
域
の
芝
居
へ
の
出
演
に
伴
う
移
動
を
除
い
た
事
項

に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
特
に
興
行
と
か
か
わ
ら
な
い
事

項
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
資
料
に
よ
る
裏
付
け
が
取
れ
な
い
も
の
が

大
部
分
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
記
録
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
の
嘉
永
か
ら
安
政
年
間

と
は
異
な
る
大
き
な
特
徴
は
、
役
者
の
「
家
出
」
の
記
録
が
激
増
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
ま
で
に
、
こ
の
「
家
出
」
と
い
う
の
は
、

行
き
先
を
届
け
ず
に
住
ま
い
を
離
れ
た
、
「
遠
出
」
や
「
長
期
不
在
」

と
い
っ
た
意
味
合
い
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の

内
実
と
し
て
は
、
主
に
無
断
で
の
旅
興
行
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
嘉
永
年
間
に
は
「
家
出
」
か
ら
帰
宅
し
た

と
の
届
も
見
ら
れ
た
が
、
慶
応
年
間
に
は
「
家
出
」
の
増
加
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
届
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
点

か
ら
、
個
人
的
な
事
項
に
つ
い
て
の
届
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
前
の

時
期
よ
り
は
役
者
の
居
所
の
届
が
か
な
り
厳
密
さ
を
欠
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
気
配
が
あ
る
。
ま
た
、
後
に
触
れ
る
が
、
慶
応
二
年
十
一

月
二
十
一
日
に
は
都
合
八
名
の
役
者
の
「
家
出
」
が
書
き
留
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
一
人
で
あ
る
中
村
駒
蔵
（
「
御
用
留

j

の
表
記
は
駒
造
）

は
、
伝
存
す
る
番
付
か
ら
、
そ
の
月
の
堺
新
地
北
芝
居
に
出
演
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
家
出
中
の
役
者
が
三
都
以
外
の
芝
居
に
出

0
元
年
6
月
10
日

演
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
は
、
慶
応
年
間
に
お
い
て
は

残
さ
れ
て
い
る
地
方
芝
居
の
番
付
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
こ
の

一
例
の
み
で
あ
る
が
、
同
様
の
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

0
元
年
3
月
1
9
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
中
村
駒
之
助
、
宗
右
衛
門
町
紅
屋
太
五
郎
借

｛
磁
力
）

屋
・
堺
屋
定

□二
同
家
罷
在
候
処
、
此
度
御
前
町
豊
嶋
屋
重
兵

衛
方
へ
同
家
替
致
し
候
段
、
且
又
同
人
嵐
璃
珪
サ
改
名
致
候
段
、

連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
れ
は
中
村
駒
之
助
が
転
宅
と
同
時
に
嵐
璃
珪
と
改
名
を
す
る
旨

の
届
出
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
月
は
角
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
が
、

『
役
者
金
剛
競
』
に
よ
る
と
、
「
三
の
替
り
よ
り
嵐
璃
珪
と
改
名
し
て

角
の
座
へ
御
出
勤
」
と
あ
り
、
そ
の
出
演
に
伴
っ
て
の
改
名
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
[
第
二
次
修
訂
版
]
』
（
国

立
刺
場
芸
能
調
査
室
・
編
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
璃
珪
は
二
代
目
と
三
代

目
の
間
に
位
置
す
る
が
代
数
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
役
者
で
、
こ
の

記
事
に
あ
る
よ
う
に
三
月
に
駒
之
助
か
ら
璃
旺
と
改
名
し
た
も
の

の
、
こ
の
年
の
九
月
に
は
再
び
中
村
駒
之
助
に
芸
名
を
戻
し
て
い

了）る。
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一
、
宗
右
衛
門
町
紙
屋
吉
兵
衛
借
屋
・
倉
橋
屋
三
幸
方
二
旅
宿
歌

舞
妓
役
者
嵐
三
津
六
与
申
者
、
当
月
三
日
病
死
致
し
候
段
、
書

付
を
以
断
出
候
事
。

0
元
年
6
月
1
5
日

一
、
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
仁
兵
衛
借
屋
・
中
村
屋
新
七
旅
宿
歌

G
双
脱
）

舞
役
者
実
川
口
蔵
、
昨
十
四
日
病
死
、
（
中
略
）
連
印
書
付
を

以
断
出
候
事
。

0
元
年
1
1
月
2
1
日

一
、
立
慶
町
中
嶋
屋
藤
一
郎
借
屋
・
大
坂
屋
市
兵
衛
二
同
家
歌

（
妓
脱
）

舞
役
者
嵐
芳
三
郎
与
申
者
、
当
二
月
二
日
病
死
致
候
段
、
断
出

候
事
。

こ
れ
ら
は
役
者
の
死
亡
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
翌
年
刊
の

『
役
者
金
剛
競
』
に
記
さ
れ
た
慶
応
元
年
の
死
没
役
者
を
見
る
と
、

三
月
二
日
に
没
し
た
市
川
市
蔵
（
三
代
目
）
の
ほ
か
は
市
川
亀
之
助
、

嵐
和
歌
太
夫
、
市
川
国
三
郎
、
市
川
鯉
三
郎
、
嵐
芳
三
郎
の
五
人
の

名
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
死
没
の
月
日
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
十

一
月
二
十
一
日
の
記
事
に
見
ら
れ
る
嵐
芳
三
郎
の
み
、
そ
の
死
没
が

評
判
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
芳
三
郎
の
詳
細
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
な
く
、
二
月
に
没
し
て
い
な
が
ら
十
一
月
に
な
っ
て

届
が
出
さ
れ
て
い
る
点
も
釈
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
『
御
用
留
』
に

書
き
留
め
ら
れ
た
三
津
六
ら
に
つ
い
て
は
『
役
者
金
剛
競
』
の
死
没

役
者
欄
に
も
載
っ
て
お
ら
ず
、
ほ
か
の
資
料
に
よ
る
確
認
は
と
れ
な

0
2
年
11
月
17
日

一
、
久
左
衛
門
町
堺
屋
伊
兵
衛
借
屋
大
和
屋
弥
助
方
同
家
、
吉
田

（
者
慇

屋
桐
蔵
り
申
、
此
度
桐
嶋
小
六
'
1

改
名
、
新
規
歌
舞
妓
役
者
二
相

成
候
段
、
例
之
通
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
の
届
出
は
吉
田
屋
桐
蔵
が
桐
嶋
小
六
と
名
乗
っ
て
役
者
に
な
る

と
い
う
も
の
で
、
番
付
を
見
る
と
、
小
六
は
こ
の
十
一
月
吉
日
か
ら

の
北
ノ
新
地
芝
居
に
出
演
し
て
お
り
、
翌
十
二
月
に
は
天
満
芝
居
に

出
演
し
て
い
る
。

0
2
年
1
1
月
2
1
日

（ママ）

一
、
大
和
町
二
罷
在
候
歌
舞
妓
役
者
仲
村
仲
五
郎
、
沢
村
国
造
、

（
乙
力
）

中
村
梅
香
、
片
岡
口
五
郎
、
中
村
芝
キ
造
、
尾
上
梅
朝
、
中
村

駒
造
、
中
村
芝
六
、
右
之
者
共
家
出
致
候
段
、
断
出
候
事
。

こ
の
項
の
は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
名
が
挙
が
っ
て
い

る
中
村
駒
造
は
、
十
一
月
吉
日
よ
り
の
堺
新
地
北
芝
居
に
出
演
し
て

い
る
（
番
付
の
表
記
は
「
駒
蔵
」
）
。

0
2
年
11
月
2
3
8

一
、
宗
右
衛
門
町
紅
屋
太
三
郎
借
屋
•
松
嶋
屋
正
次
郎
二
同
家
、

-
8脱）

歌
舞
妓
役
者
片
岡
土
之
助
サ
申
、
片
岡
松
若
サ
改
名
致
候
段
、

"‘ ゜
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断
出
候
事
。

片
岡
土
之
助
が
片
岡
松
若
と
改
名
す
る
旨
の
届
出
で
あ
る
が
、
番

付
か
ら
松
若
が
こ
の
月
に
北
ノ
新
地
芝
居
に
出
演
し
た
こ
と
が
確
詔

で
き
る
。
な
お
、
こ
の
松
若
は
、
の
ち
に
三
代
目
我
童
か
ら
十
代
目

片
岡
仁
左
衛
門
を
襲
名
し
て
い
る
。

0
2年
11
月
28
日

一
、
九
郎
右
衛
門
町
二
罷
在
候
歌
舞
妓
役
者
市
川
猿
之
助
＇
ふ
中
者
、

当
九
月
病
死
致
候
段
、
断
出
候
事
。

こ
の
記
事
は
市
川
猿
之
助
が
こ
の
九
月
に
病
死
し
た
こ
と
を
届
け

た
も
の
で
あ
る
。
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
猿

之
助
は
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
初
代
に
先
立
つ
、
代
数
に
数
え
ぬ
役

者
で
、
大
坂
に
お
い
て
こ
の
記
事
に
先
立
つ
時
期
と
し
て
は
慶
応
元

年
十
一
月
と
十
二
月
の
御
霊
社
内
芝
居
、
翌
二
年
正
月
と
二
月
の
若

太
夫
芝
居
の
番
付
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

0
3
年
10月
25
日

一
、
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
仁
兵
衛
借
屋
二
罷
在
候
中
村
屋
新
七
与

申
者
、
此
度
同
町
河
内
源
四
郎
借
屋
変
宅
致
、
中
村
屋
利
兵
衛

り
名
前
改
候
、
同
人
二
同
家
井
旅
宿
罷
在
候
歌
舞
妓
役
者
共
、

不
残
右
源
四
郎
借
屋
引
越
候
、
是
迄
之
通
旅
宿
致
候
段
、
連
印

書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
の
項
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
事
と
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
引
用
し
て
き
た
控
記
事
に
も
た
び
た
び
登
場
し
た
よ
う

に
、
当
時
の
役
者
が
同
家
し
た
り
旅
宿
し
た
り
し
て
い
る
宿
の
責
任

者
と
し
て
、
同
一
人
の
名
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
。
そ
の
中
の
一
人

で
あ
る
中
村
屋
新
七
が
、
転
宅
の
う
え
中
村
屋
利
兵
衛
と
改
名
し
た

た
め
、
関
係
す
る
役
者
は
大
坂
で
の
居
住
に
伴
う
名
義
責
任
者
の
変

更
が
生
じ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
役
者
は
家
宅
を
所
持
す
る
町

人
身
分
に
は
な
れ
な
か
っ
た
た
め
、
つ
ね
に
同
家
人
や
家
主
が
責
任

者
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
変
更
は
当
然
、
惣
年
寄
に
届
け
出
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
慶
応
三
年
十
月
に
は
、
十
月
二
十
八

8
付
で
嵐
百
々
助
、
沢

村
国
三
郎
、
嵐
儀
一
二
郎
の
三
名
、
ま
た
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九

日
付
で
浅
尾
友
蔵
か
ら
、
い
ず
れ
も
家
主
が
岡
嶋
屋
猪
―
―
一
郎
か
ら
宝

屋
伊
三
郎
に
家
主
が
変
更
に
な
っ
た
と
の
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

[
人
形
浄
瑠
璃
関
係
記
事
]

今
回
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
慶
応
年
間
の
「
御
用
留
』
に
書
き

留
め
ら
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
に
か
か
わ
る
記
事
は
、
そ
れ
以
前
の
時
期

に
比
し
て
少
な
く
、
次
に
紹
介
す
る
三
点
の
み
で
あ
る
。

0
元
年

11
月

3
日

一
、
立
慶
町
中
嶋
屋
七
兵
衛
支
配
借
屋
・
若
松
屋
留
助
二
同
家
、

人
形
遣
ひ
吉
田
重
吉
サ
申
者
、
右
稼
相
止
候
段
、
家
主
、
五
人
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0
2
年
11
月
17
日

一
、
大
和
町
因
幡
屋
奈
良
三
郎
代
判
八
兵
衛
借
屋
、
人
形
遣
ひ
吉

田
熊
吉
与
申
者
、
此
度
右
稼
相
止
、
素
人
二
相
成
候
段
、
断
出

候
事
。

こ
ち
ら
も
人
形
遣
い
吉
田
熊
吉
の
廃
業
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
吉
田
熊
吉
は
文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
の
『
御
用
留
』
で

は
、
ま
ず
人
形
遣
い
と
し
て
届
け
出
た
後
に
若
太
夫
芝
居
の
座
本
を

勤
め
る
と
の
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
（
前
稿
参
照
）
、
当
時
の
人
形
浄

瑠
璃
興
行
で
し
ば
し
ば
座
本
を
勤
め
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
慶
応
二

年
に
先
立
つ
時
期
の
番
付
に
よ
る
と
、
熊
吉
は
元
治
元
年
(
-
八
六

四
）
十
月
に
は
北
ノ
新
地
芝
居
で
座
本
を
勤
め
、
そ
れ
に
つ
づ
く
十

一
月
に
は
、
堺
南
芝
居
に
人
形
遣
い
と
し
て
出
演
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
慶
応
二
年
の
正
月
は
道
頓
堀
の
竹
田
芝
居
で
再
び
座
本
を
勤

め
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
最
後
に
番
付
か
ら
は
名
前
が
消
え
て
し

ま
う
。
明
治
期
の
番
付
に
も
そ
の
名
は
現
れ
ず
（
「
義
太
夫
年
表

明

組
、
年
寄
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
れ
は
立
慶
町
の
人
形
遣
い
吉
田
重
吉
の
廃
業
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。
『
義
太
夫
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
吉
田
重
吉
の
名
が
番
付
に
見

ら
れ
る
の
は
弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
ま
で
で
、
こ
の
時
期
は
番
付

か
ら
判
断
す
る
限
り
舞
台
に
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
一
線
か
ら

は
退
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

治
篇
j

に
よ
る
）
、
こ
の
廃
業
届
以
後
は
、
柚
芦
？
人
形
浄
瑠
瑞
の
表
舞

台
に
は
立
っ
て
い
な
い
。

0
3
年
3
月
4
日

一
、
京
都
嶋
原
二
住
居
人
形
遣
ひ
吉
田
千
柳
、
吉
田
辰
造
、
吉
田

小
兵
吉
、
右
之
者
共
此
度
当
地
天
満
ザ
之
居
へ
稼
二
罷
越
、
右
稼

中
大
和
町
因
幡
屋
八
三
郎
借
屋
•
松
屋
熊
吉
二
旅
宿
致
候
段
、

例
之
通
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
れ
は
京
都
在
住
の
人
形
遣
い
で
あ
る
吉
口
田
千
柳
、
吉
田
辰
造
、

吉
田
小
兵
吉
が
、
天
満
芝
居
出
演
の
た
め
大
和
町
に
旅
宿
す
る
と
の

届
出
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
旅
宿
先
と
し
て
身
元
責
任
者
に
な
っ
て
い

る
の
が
松
屋
熊
吉
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
先
述
し
た
『
御
用

留
』
の
文
久
三
年
三
月
七
日
の
記
事
に
は
「
大
和
町
因
幡
屋
奈
良
―
―
―

郎
代
判
八
三
郎
借
屋
・
松
屋
熊
吉
＇
よ
中
者
、
此
度
人
形
遣
ひ
相
成
、

吉
田
熊
吉
り
名
前
差
出
候
」
と
の
文
言
が
あ
り
、
松
屋
熊
吉
が
す
な

わ
ち
吉
田
熊
吉
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
が
、
芸
能
者
身
分

を
退
い
た
熊
吉
が
大
坂
に
滞
在
す
る
人
形
遣
い
の
身
元
責
任
者
と
な

っ
て
い
る
点
は
、
芸
能
者
の
居
住
や
宿
泊
に
関
し
て
特
定
の
世
話
人

が
機
能
し
て
い
た
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
登
場
す
る
三
名
の
人
形
遣
い
は
こ
の
年
正
月
吉
日

よ
り
の
天
満
芝
居
の
番
付
に
名
が
見
ら
れ
る
が
、
「
義
太
夫
年
表
』

の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
は
禁
裏
で
の
不
幸
に
伴
い
元
日
か
ら
五
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む
す
び
に
か
え
て

十
日
間
の
興
行
停
止
が
あ
っ
て
、
こ
の
興
行
も
実
際
の
開
始
は
三
月

三
日
か
ら
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
三
月
四
日
に
届
が

出
さ
れ
て
い
る
の
も
、
ち
ょ
う
ど
興
行
の
開
始
時
期
に
合
致
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
「
御
用
留
j

の
芝
居
関
係
記
事
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
検

討
し
た
時
期
に
引
き
続
く
、
慶
応
年
間
の
事
項
を
紹
介
し
た
。
そ
れ

以
前
の
時
期
に
比
し
て
、
慶
応
年
間
は
社
会
的
な
混
乱
も
あ
り
、
芝

居
興
行
に
か
か
わ
る
届
出
は
厳
密
さ
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
芝
居
座
本
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
文
書
が
三
公
演
、
五
件
分
し
か

残
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
届
出
の
義
務
が
疎
か
に
な
っ
て
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
慶
応
以
前
の
時
期
に
は
、
上
演
外
題
の
変
更
や

開
幕
日
の
遅
延
と
い
っ
た
非
常
に
細
か
な
事
項
ま
で
届
け
ら
れ
て
い

た
が
、
今
回
考
察
し
た
期
間
は
残
存
文
書
の
実
数
が
少
な
い
と
は
い

え
、
そ
の
よ
う
な
届
出
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
届
出
自

体
の
減
少
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
、
役
者
個
人
に
か
か

わ
る
事
項
は
、
慶
応
以
前
の
時
期
と
大
き
な
変
動
は
な
く
細
か
な
も

の
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
る
が
、
文
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に
役
者
の

「
家
出
」
の
記
事
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
行
き
先
を
届
け

ず
に
大
坂
を
離
れ
る
役
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
移
動

に
か
ん
す
る
届
出
が
厳
密
に
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
は
社
会
的
な
政
情
不
安
定
の
中
で
、
公
儀
の
権
威
が

揺
ら
い
で
き
て
い
た
面
も
あ
ろ
う
が
、
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
界
自

体
も
そ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
多
少
の
動
揺
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
役
者
の
身
元
責
任
者
で
あ
る
家
主
や
同
家
人
が
変
更

に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
改
名
し
た
と
の
届
出
も
そ
れ
以
前
の
時
期

よ
り
は
目
に
つ
く
の
だ
が
、
こ
れ
も
明
治
維
新
直
前
の
慶
応
と
い
う

時
代
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注(
l
)

以
下
、
歌
舞
伎
の
番
付
は
主
と
し
て
阪
急
学
圃
池
田
文
庫
蔵
の
も

の
に
よ
り
、
適
宜
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
や
早
稲
田
大
学
演
劇

博
物
館
の
所
蔵
番
付
を
参
照
し
た
。

(
2
)
須
山
章
信
「
化
政
歌
舞
伎
〈
上
方
〉
」
（
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・

文
楽
」
第
3
巻
所
収
）
。

(
3
)
役
者
の
旅
興
行
の
禁
止
は
、
早
く
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の

野
郎
法
度
の
時
に
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
江
戸
・
京

ニ
カ
所
以
外
の
地
で
の
旅
芝
居
興
行
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
大

阪
市
史
」
第
五
、
「
株
仲
間
名
前
帳
前
書
」
お
よ
び
同
書
第
三
、

触
三
六
九
）
。
天
保
改
革
時
に
こ
れ
が
再
徹
底
さ
れ
、
大
坂
で
は

天
保
十
三
年
(
-
八
四
二
）
七
月
十
八
日
付
で
、
三
都
以
外
で
の

芝
居
を
禁
じ
る
触
が
出
さ
れ
て
い
る
（
同
書
第
四
下
、
触
五
五
〇
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元
・

3
.
1
8

冗
．

3
．

17

二）。

(
4
)

『
歌
舞
伎
人
名
事
典
」
の
二
代
目
市
川
権
十
郎
の
項
に
よ
る
と
、
慶

応
元
年
に
中
村
駒
之
助
が
一
時
嵐
璃
旺
を
名
乗
っ
た
際
、
権
十
郎

が
元
に
復
名
さ
せ
て
自
ら
が
一
一
一
代
H
瑞
珪
を
襲
名
し
た
た
め
、
義

母
と
の
間
に
不
和
が
生
じ
て
離
別
し
た
と
の
話
が
載
っ
て
お
り
、

こ
の
あ
た
り
の
改
名
に
際
し
て
ト
ラ
プ
ル
が
生
じ
た
よ
う
で
あ

る。

〔
付
記
〕
と
く
に
『
御
用
留
j

等
の
資
料
閲
覧
に
あ
た
り
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
大
阪
商
業
大
学
比
較
地
域
研
究
所
に
、
末
尾
な
が
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

[
役
者
の
他
地
芝
居
出
演
の
た
め
の
移
動
]

慶
応
元
・

3
.
2

京
都
山
下
梅
城
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に
旅

宿。

（
一
八
六
J
i
)

江
戸
中
村
駒
五
郎
、
当
地
稼
中
御
前
町
に
旅

宿゚京
都
浅
尾
為
蔵
・
中
村
翫
二
郎
、

右
衛
門
町
に
旅
宿
゜

当
地
稼
中
宗

元
・

1
1
.
1
4

江
戸
片
岡
十
蔵
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に
旅

宿
、
ま
た
同
人
片
岡
市
蔵
と
改
名
。

久
左
衛
門
町
荻
野
扇
女
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
浅
尾
奥
山
、
京
都
へ
行
。

九
郎
右
衛
門
町
三
桝
源
之
助
・
嵐
団
橘
、
宗
右

衛
門
町
三
桝
大
五
郎
・
嵐
徳
三
郎
、
京
都
へ

子。ィー江
戸
尾
上
三
朝
・
京
都
中
村
芝
六
、
当
地
堀
江

芝
居
稼
中
大
和
町
に
旅
宿
。

元
•
8
.
2
0
江
戸
市
川
福
升
、
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅
宿
゜

元
・

11.
（
日
付
不
記
）
御
前
町
片
岡
松
太
郎
、
布
袋
町
中
村

梅
之
助
、
京
都
へ
行
。

元
・

1
1
.
3

宗
右
衛
門
町
実
川
延
若
、
立
慶
町
浅
尾
朝
太
郎
、

京
都
へ
行
。

元
・

1
1
.
3

宗
右
衛
門
町
嵐
徳
次
郎
、
京
都
へ
行
。

元
・

1
1
.
3

布
袋
町
旅
宿
京
都
市
川
小
鈴
次
、
当
月
一
日
帰

京。

元
・

1
1
.
(
3
カ
）
宗
右
衛
門
町
中
村
惣
十
郎
・
藤
川
花
友
・

市
川
寿
美
之
丞
・
嵐
冨
太
郎
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
片
岡
我
当
・
中
村
仲
助
、
当
年
閏

五
月
よ
り
の
京
都
稼
よ
り
帰
坂
゜

京
都
三
桝
徳
次
郎
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に

元
・

1
1
.
8

元
•
8
.
2
0

元
．

8
．
9

元
．

8
．
12

元
•
8
.
1
3

元
・

3
.
1
9
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1

 

2
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10 4 4 4 .... 
13 22 20 14 

慶
応

2
.
4
.
1

ー
一
八
六
人
） 元

・

1
1
.
2
6

元
・

1
1
9
2
5

元
・

1
1
.
1
8

旅
宿
゜

江
戸
市
川
高
麗
猿
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に

旅
宿
゜

京
都
役
者
来
坂
、
銘
々
大
和
町
に
旅
宿
。
中
村

竹
八
、
嵐
岩
八
、
市
川
駒
八
、
嵐
馬
八
、
片
岡

山
八
、
実
川
寿
八
、
実
川
萬
八
、
実
川
十
の
八
、

嵐
九
郎
二
八
、
実
川
角
八
、
市
川
袖
八
、
市
川

海
老
八
、
市
川
次
郎
八
、
中
村
松
八
、
中
村
当

米
八
、
中
山
久
八
、
中
村
雛
八
、
中
山
友
八
、

中
村
扇
吉
、
中
村
豆
八
、
中
村
熊
八
、
中
村
桝

八
、
実
川
光
吉
。

京
都
実
川
菊
治
郎
、
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅

宿゚御
前
町
片
岡
松
太
郎
、
布
袋
町
中
村
梅
之
介
、

京
都
へ
行
。

御
前
町
片
岡
我
当
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
中
村
雀
右
衛
門
、
京
都
へ
行
。

布
袋
町
中
村
大
吉
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
嵐
小
三
津
、
同
町
内
で
同
家
替
、

ま
た
同
人
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
嵐
京
花
、
同
町
内
で
同
家
替
、
ま

た
同
人
京
都
へ
行
。

2
.
1
0
.
（
日
付
不
記
）
江
戸
市
川
市
紅
、
当
地
稼
中
宗
右
衛

門
町
に
旅
宿
゜

宗
右
衛
門
町
嵐
雛
三
郎
・
浅
尾
為
蔵
・
市
川
猿

松
・
中
村
歌
女
三
郎
・
大
谷
友
次
郎
・
尾
上
多

見
蔵
・
嵐
留
三
郎
・
中
村
駒
之
助
・
市
川
升
之

丞
・
市
川
歌
女
七
、
大
和
町
市
川
市
升
・
尾
上

三
朝
・
尾
上
鶴
太
郎
・
嵐
雛
造
・
三
桝
増
五

郎
・
嵐
団
橘
、
布
袋
町
中
村
千
之
助
、
京
都
へ

一丁゚
ノ倉

1宗
右
衛
門
町
藤
川
八
蔵
・
中
村
宗
十
郎
、
京
都

へ
行
。

宗
右
衛
門
町
嵐
秀
十
郎
・
中
村
仲
助
、
御
前
町

市
川
瀧
十
郎
、
久
左
衛
門
町
市
川
瀧
之
助
、
京

都
へ
行
。

嵐
寛
右
衛
門
、
家
主
が
布
袋
町
よ
り
宗
右
衛
門

町
へ
変
宅
、
ま
た
同
人
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
浅
尾
奥
山
・
三
桝
大
次
郎
、
御
前

町
三
桝
大
五
郎
、
京
都
へ
行
。

大
和
町
嵐
雛
助
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
尾
上
鈴
蔵
・
嵐
徳
次
郎
・
三
桝
舎

五
郎
・
嵐
雛
太
郎
・
嵐
太
三
郎
・
藤
川
花
友
、

御
前
町
中
村
歌
津
右
衛
門
、
布
袋
町
中
村
友
―
―
-
‘

2 2 ．． 
10 10 ．． 
27 24 
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.
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慶
応
3

3
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3
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ー

2
 

0

9

 
2
 

．
 

ー

2
.
 0

7

 
2
 

．
 

ー

2
.
 

九
郎
右
衛
門
町
市
川
右
団
治
、
京
都
へ
行
。

京
都
三
桝
増
五
郎
、
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅

宿゚宗
右
衛
門
町
嵐
徳
栄
、
久
左
衛
門
町
嵐
璃
喜
造
、

大
和
町
片
岡
松
之
介
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
嵐
徳
三
郎
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
旅
宿
嵐
大
三
郎
、
京
都
へ
行
。

江
戸
中
村
福
六
・
中
村
福
蔵
・
片
岡
当
太
郎
・

中
村
福
平
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に
旅
宿
゜

京
都
実
川
勝
三
郎
、
当
地
稼
中
久
左
衛
門
町
に

旅
宿
゜

京
都
実
川
若
之
助
・
実
川
鷹
次
郎
・
実
川
若

松
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に
旅
宿
゜

御
前
町
中
村
歌
津
右
衛
門
、
当
年
五
月
か
ら
の

京
都
稼
よ
り
帰
坂
゜

布
袋
町
中
村
千
之
助
、
当
年
四
月
か
ら
の
京
都

稼
よ
り
帰
坂
゜

御
前
町
一
二
桝
大
五
郎
、
当
年
五
月
か
ら
の
京
都

稼
よ
り
帰
坂
゜

九
郎
右
衛
門
町
市
川
左
団
次
、
京
都
へ
行
。

御
前
町
実
川
延
三
郎
、
当
年
八
月
か
ら
の
京
都

稼
よ
り
帰
坂
。

宗
右
衛
門
町
沢
村
国
太
郎
、
京
都
へ
行
。

布
袋
町
中
村
梅
花
、
京
都
へ
行
。

宗
右
衛
門
町
嵐
義
三
郎
・
中
村
嘉
之
助
、
京
都

へ
行
。

宗
右
衛
門
町
嵐
百
々
助
・
沢
村
国
三
郎
・
中
村

橋
之
助
、
九
郎
右
衛
門
町
中
村
翫
雀
、
京
都
へ

-To 

ノイ

3
.
1
0
.
2
8

、

2
9
宗
右
衛
門
町
実
川
延
若
・
浅
尾
友
蔵
•
藤

川
花
友
・
坂
東
秀
調
・
中
村
雀
右
衛
門
・
嵐
桃

十
郎
、
御
前
町
実
川
延
三
郎
、
京
都
へ
行
。

久
左
衛
門
町
荻
野
扇
女
、
京
都
へ
行
。

Q

徳
力
）

布
袋
町
旅
宿
京
都
嵐
口
之
丞
、
離
坂
し
京
都
へ

戻
る
。

[
役
者
個
人
の
諸
事
項
（
移
動
を
除
<
)
]

慶
応
元
・

3
.
1
7

大
和
町
浅
尾
徳
治
、
中
村
鷺
助
と
改
名
。

（
一
八
六
£
)元

・

3
.
1
9

中
村
駒
之
助
、
宗
右
衛
門
町
よ
り
御
前
町
豊
嶋

屋
重
兵
衛
方
へ
同
家
替
し
、
ま
た
同
人
嵐
璃
旺

と
改
名
。

元
•
6
.
1
0
宗
右
衛
門
町
嵐
一
二
津
六
、
六
月
三
日
病
死
。

元
•
6
.

（
日
付
不
記
）
布
袋
町
中
村
芝
幸
、
廃
業
。

元
•
6
.
1
5
宗
右
衛
門
町
実
川
口
蔵
、
六
月
十
四
日
病
死
。
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ー
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ー
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0

9

 
2
 

．
 

ー

2
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慶
應
2
.
4
.
2
2

¥
t」
、

}

(

-

1

9

9

 元
・

1
1
.
2
1

元
・

1
1
.
2
7

元
・

1
1
.
2
1

元
・

1
1
.
2
1

元
・

11
、

21

元
・

1
1
.
1
9

元
・

1
1
.
1
8

元
・

1
1
.
1
7

元
•
6
.
1
5

元
・

1
1
.
5

元
・

1
1
.
1
4

宗
右
衛
門
町
大
谷
伝
兵
衛
、
六
月
五

H
家
出
。

布
袋
町
市
川
寿
蔵
、
廃
業
。

三
桝
稲
次
郎
、
九
郎
右
衛
門
町
よ
り
大
和
町
豊

嶋
屋
猿
助
方
へ
同
家
替
。

大
和
町
淡
路
屋
歌
女
五
郎
同
家
仲
五
郎
、
新
規

に
歌
舞
伎
役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
市
川
男
女
蔵
・
嵐
三
京
、
当
月
十

五
日
家
出
。

宗
右
衛
門
町
市
川
寿
若
、
当
月
十
六

H
家
出
。

嵐
吉
右
衛
門
、
布
袋
町
よ
り
久
左
衛
門
町
近
江

屋
金
七
方
へ
同
家
替
。

大
和
町
尾
上
梅
五
郎
、
当
月
十
八
日
家
出
。

ニ
イ
マ
）

大
和
町
尾
上
た
の
十
郎
・
市
川
市
鶴
•
藤
川
扇

代
・
片
岡
嶋
右
衛
門
、
当
月
十
八
日
家
出
。

立
慶
町
嵐
芳
三
郎
、
二
月
二
日
病
死
。

布
袋
町
片
岡
音
三
郎
、
宗
右
衛
門
町
中
村
屋
新

七
方
へ
同
家
替
。

嵐
吉
次
、
宗
右
衛
門
町
よ
り
布
袋
町
大
和
屋
堂

五
郎
方
へ
同
家
替
。

布
袋
町
実
川
延
作
、
家
主
が
平
野
屋
喜
右
衛
門

に
変
更
。

（凡力）

宗
右
衛
門
町
嵐
千
口
、
当
月
一
日
家
出
。
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2 2 .. 
11 11 ．． 
7 5 

宗
右
衛
門
町
実
川
若
五
郎
、
当
月
二
日
家
出
。

中
村
橋
之
助
、
布
袋
町
よ
り
宗
右
衛
門
町
紙
屋

卯
兵
衛
方
へ
同
家
替
。

布
袋
町
嵐
三
右
衛
門
、
同
家
主
伏
見
屋
藤
兵
衛

が
吉
田
屋
と
屋
号
を
変
更
。

宗
右
衛
門
町
片
岡
市
蔵
、
昨
十
一
日
病
死
。

宗
右
衛
門
町
尾
上
多
見
之
助
・
大
谷
馬
十
郎
、

当
月
十
一
日
家
出
。

立
慶
町
浅
尾
朝
太
郎
、
大
和
町
坪
屋
由
兵
衛
方

へ
同
家
替
。

御
前
町
片
岡
土
之
助
・
片
岡
秀
太
郎
、
宗
右
衛

門
町
松
嶋
屋
正
五
郎
方
へ
同
家
替
。

久
左
衛
門
町
吉
田
屋
桐
蔵
、
桐
嶋
小
六
と
し
て

新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
三
桝
朝
鶴
・
山
下
梅
城
、
当
月
十

四
日
家
出
。

（ママ｝

大
和
町
尾
上
多
具
蔵
、
当
月
十
一
日
家
出
。

大
和
町
片
岡
京
四
郎
、
当
月
病
死
。

御
前
町
片
岡
我
当
、
宗
右
衛
門
町
松
嶋
屋
正
五

郎
方
へ
同
家
替
。

宗
右
衛
門
町
市
川
助
五
郎
当
月
十
八
日
家
出
、

同
町
浅
尾
大
吉
当
月
十
六

H
家
出
、
同
町
嵐
芝
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口
郎
当
月
十
七
日
家
出
。

-ママ）

大
和
町
仲
村
仲
五
郎
・
沢
村
国
造
・
中
村
梅

0
J
力
）

香
・
片
岡
口
五
郎
・
中
村
芝
キ
造
・
尾
上
梅

朝
・
中
村
駒
造
・
中
村
芝
六
、
家
出
。

大
和
町
片
岡
孝
次
郎
、
廃
業
。

宗
右
衛
門
町
片
岡
土
之
助
、
片
岡
松
若
と
改

名。御
前
町
市
川
団
治
、
同
町
内
中
嶋
屋
辰
五
郎
代

判
伊
右
衛
門
方
へ
同
家
替
。

立
慶
町
実
川
延
助
、
御
前
町
山
城
屋
駒
次
郎
方

へ
同
家
替
。

九
郎
右
衛
門
町
市
川
猿
之
助
、
当
九
月
病
死
。

大
和
町
片
岡
市
九
郎
、
当
月
二
十
四
日
家
出
。

宗
右
衛
門
町
中
村
至
治
郎
・
嵐
格
蔵
、
当
月
七

日
家
出
。

御
前
町
三
桝
屋
粂
七
、
三
桝
粂
七
と
し
て
新
規

に
歌
舞
伎
役
者
に
。

布
袋
町
大
和
屋
堂
五
郎
・
嵐
璃
久
之
助
、
新
規

に
歌
舞
伎
役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
実
川
延
治
、
廃
業
。

宗
右
衛
門
町
嵐
百
々
助
・
沢
村
国
三
郎
・
嵐
儀

三
郎
、
家
主
が
岡
嶋
屋
猪
―
―
一
郎
か
ら
宝
屋
伊
一
―
―

[
そ
の
他
]

慶
応
3
.
1
0
.
2
5

郎
と
改
名
。

元
九
郎
右
衛
門
町
実
川
若
丸
、
宗
右
衛
門
町
に

同
家
替
。

3
.
1
0
.
2
8
、
29

宗
右
衛
門
町
浅
尾
友
蔵
、
家
主
が
岡
嶋
屋

猪
三
郎
か
ら
宝
屋
伊
三
郎
に
変
更
。

3
.
3
.
4
 

[
人
形
浄
瑠
璃
関
係
]

慶
応
元
・

1
1
.
3

立
慶
町
人
形
遣
い
吉
田
重
吉
、
廃
業
。

2
.
1
1
.
1
7

大
和
町
人
形
遣
い
吉
田
熊
吉
、
廃
業
。

京
都
人
形
遣
い
吉
田
千
柳
•
吉
田
辰
造
•
吉
田

小
兵
吉
、
天
満
芝
居
稼
中
大
和
町
に
旅
宿
゜

0

8

 
2
 

．
 

ー

3
.
 

宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
仁
兵
衛
借
屋
中
村
屋
新

七
、
同
町
河
内
源
四
郎
借
屋
に
転
宅
し
て
中
村

屋
利
兵
衛
と
改
名
の
た
め
、
同
人
宅
へ
同
家
・

旅
宿
の
役
者
は
残
ら
ず
右
源
四
郎
方
へ
引
越
゜
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